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ホームページでもお伝えしましたが、お便りやホームページは一方通行です。家庭と学校とが

連携し、子ども達を育てるために、ぜひ通信でお知らせしたい内容等、ありましたらご記入の上、

担任にお渡しください。連絡帳でも結構です。 

                  切り取り線                     
 

 

 

 

 

 

 

 昨日はクラブ活動の初日。話合い活動を行いました。どのクラブも6年生を中心に、積極的に

話合いを頑張りました。部長や副部長を決め、活動計画を立てています。 

 次回からは、いよいよ活動開始！高学年通信でも、その様子をお伝えいたします。 

また、火曜日は、クラブ活動や委員会活動があり、いつもよりも少し下校が遅くなります。ど

うぞご了承ください。 

 

  

昨日に引き続き、保護者の方にご意見を頂きました。以下にご紹介いたします。 

・ お忙しい中ありがとうございます。これから通信を楽しみにしています！ 

・ 高学年通信、5 年生になったばかりで、どんなものなのか教科担任制が分かりやすくお知ら

せされていて助かります。本人もすんなり受け入れているようです。 

～ファイト黒崎で絆を深めよう～ 

 今回頂いたご意見をもとに、これからの高学年通信の在り方を考

えてみました。今後の計画している内容は 

・担任の先生特集 ・学級特集 ・担当の教科の先生特集 

・カラーの高学年通信配布 など。 

ご意見 



 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度から、ギガ端末構想に基づき、タブレットを積極的に活用するようになりました。ホーム

ページでもお伝えしていますが、タブレットは学習に欠かせない大切なツールになりつつありま

す。しかし、タブレットがメインになってはいけません。あくまでも主人公は子どもです。 

 ご覧の写真は、6年生理科「ものの燃え方」です。

最初にお誕生日会をして、ケーキが登場しました。 

大喜びの子ども達…しかし問題が！ 

 感染拡大防止のため、マスクをつけたまま火を消さ

なければなりません。そこで子ども達と共に解決方法

を考えていきました。 

 実験が始まると、タブレットの登場。すぐさま

実験の様子を撮り、後で見ながら結果をノートに

まとめます。 

 また、その後はグループワークをしました。子

ども達はタブレット上で、どんどん結果をまとめ

ていきます。 

 こうして従来の学習方法に、タブレ

ットのよさを付け加えることで、さら

に学習の深まりを見ることができまし

た。 

 左のノートをご覧いただいても、子

ども達がしっかりと考えをまとめてい

る様子がよく伝わってきます。 

 新しい形式での学習は、まだまだ試

行錯誤の段階ですが、「チャレンジ精

神」を大切に、逆転の発想で ICT をど

んどん活用していきます！ 


